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で
、
い
ず
れ
も
含
有
分
析
調
査
依
頼

中
で
あ
る
。

市
長

②
健
康
相
談
窓
口
、
環
境
相
談

窓
口
、
建
築
物
相
談
窓
口
、
学
校
施

設
相
談
窓
口
の
４
ヶ
所
を
ア
ス
ベ
ス

ト
相
談
窓
口
と
し
て
開
設
し
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長

③
相
談
が
あ
れ
ば
、

技
術
指
針
等
に
の
っ
と
っ
た
除
去
処

理
工
法
、
封
じ
込
め
処
理
工
法
な
ど

の
処
理
工
事
専
門
業
者
に
依
頼
す
る

よ
う
勧
め
て
い
る
。

市
長
　
④
現
在
の
と
こ
ろ
、
融
資
な
ど

の
公
的
支
援
は
な
い
。

総
務
部
長

⑤
活
動
中
は
空
気
呼
吸

器
、
防
じ
ん
マ
ス
ク
、
防
じ
ん
眼
鏡

等
を
必
要
に
応
じ
着
用
し
て
い
る
。

今
後
は
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
対
応
の

防
じ
ん
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
予
定
で

あ
る
。

市
民
環
境
部
長

⑥
地
区
住
民
に
対
し

説
明
を
行
い
理
解
を
得
て
い
る
。

企
画
商
工
部
長

s
大
村
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
推
計
で
は
、
フ
リ
ー
タ
ー
約
２

２
０
０
人
、
ニ
ー
ト
４
０
０
人
程
度

と
考
え
ら
れ
る
。
援
助
と
し
て
は
、

今
後
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
関
係
機

関
、
教
育
関
係
と
も
協
議
し
な
が
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

学
校
給
食
の
ご
は
ん
は
、
大
村
産
の

米
を
使
え
な
い
か
。

大
村
市
の
ご
み
袋
45

６
０
０
円
は

高
す
ぎ
な
い
か
。

市
長

a
①
再
建
へ
の
努
力
を
も
う
一

歩
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
経

営
に
専
念
す
る
特
別
職
の
事
業
管
理

者
を
置
き
、
積
極
的
に
民
間
的
な
発

想
や
手
法
を
取
り
入
れ
、
且
つ
、
社

会
情
勢
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
で
き

る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
急
務
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
競

艇
事
業
を
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部

適
用
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

競
艇
事
業
の
再
建
に
全
力
を
尽
く
し

た
い
。

競
艇
事
業
部
長

②
本
年
度
中
に
実
施

設
計
を
終
え
て
、
来
年
５
月
か
ら
８

月
く
ら
い
ま
で
に
完
了
し
た
い
。
新

鋭
王
座
決
定
戦
競
走
は
19
年
１
月
な

の
で
、
そ
れ
ま
で
に
は
完
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

都
市
整
備
部
長

s
①
１，
６
５
７
戸
管

理
し
て
い
る
。
平
成
18
年
４
月
で
の

管
理
戸
数
は
１，
６
０
７
戸
と
な
る
予

定
で
あ
る
。

②
平
成
16
年
度
末
で
現
年
度
分
の
未

納
が
１
９
５
人
約
１，
３
５
０
万
円
、

過
年
度
分
が
２
７
９
人
約
９，
０
４
０

万
円
、
合
計
で
３
６
７
人
、
約
１
億

４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
和
解

額
５，
２
４
０
万
円
の
滞
納
家
賃
の
う

ち
、
納
入
済
み
額
は
１，
５
８
０
万
円
、

残
額
は
３，
６
６
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
そ
の
後
も

分
割
納
入
を
続
け
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
も
収
納
率
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
。
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田
中
昭
憲
議
員
　
a
競
艇
事
業
に
つ
い

て①
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
。

競
艇
事
業
部
長
は
、
市
役
所
と
の

連
絡
調
整
、
他
場
と
の
調
整
、
施
行

者
組
合
や
競
走
会
と
の
交
渉
、
労
使

交
渉
な
ど
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。

市
長
も
多
様
で
競
艇
事
業
に
ま
で

責
任
を
持
つ
の
も
大
変
だ
と
思
う
が

24
競
艇
場
の
中
で
も
管
理
者
を
置
い

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
専
門
的
な
観
点
か
ら
の
民
間
活

力
の
導
入
を
図
る
考
え
は
な
い
の
か
。

②
ボ
ー
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
化
に
つ
い

て
今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
第
一
期

工
事
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
、
18
年
度
Ｇ
1

レ
ー
ス
、
新
鋭
王
座
決
定
戦
競
走
ま

で
に
計
画
通
り
い
く
の
か
。

s
都
市
整
備
行
政
に
つ
い
て

①
市
営
住
宅
の
建
替
計
画
に
つ
い
て

本
市
の
市
営
住
宅
は
平
成
16
年
４

月
１
日
現
在
で
１，
６
２
６
戸
あ
る

が
今
年
８
月
迄
で
何
戸
に
な
る
の
か
。

②
家
賃
の
未
納
は
何
件
で
金
額
は
い

く
ら
に
な
る
の
か
。
未
納
者
と
の
和

解
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の

後
入
金
は
さ
れ
た
の
か
。
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
か
教
え
て
ほ
し
い
。

競
艇
事
業
に
管
理
者
を
導
入
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
の
か
？

宮
本
議
員

a
環
境
行
政
に
つ
い
て

大
村
湾
汚
染
の
第
一
要
因
は
家
庭

排
水
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
浄

化
槽
設
置
の
義
務
な
ど
で
改
善
に
向

か
っ
て
い
る
、
で
は
何
が
原
因
な
の

か
。
市
長
は
こ
の
地
域
に
県
外
か
ら

持
ち
込
ま
れ
る
産
業
廃
棄
物
の
量
を

承
知
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
施
設

の
増
設
・
拡
張
に
つ
い
て
ど
の
様
な

見
解
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

こ
の
増
設
な
ど
に
つ
い
て
地
域
住

民
の
意
見
を
聴
き
、
県
に
意
見
書
を

提
出
を
す
る
意
志
が
あ
る
の
か
。

s
教
育
行
政
に
つ
い
て

大
村
市
に
は
14
の
校
区
健
全
育
成

協
議
会
が
あ
り
、
其
々
に
特
色
の
あ

る
地
域
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

市
は
、
財
政
逼
迫
の
お
り
そ
の
活

動
予
算
を
年
々
減
額
し
、
19
年
度
迄

に
４
万
２
千
円
に
上
る
補
助
金
の
減

額
を
行
な
う
と
い
う
。
こ
の
様
な
中

で
”活
動
費
を
か
け
ず
・
生
活
パ
タ

ー
ン
“
を
変
え
る
事
な
く
誰
に
で
も

参
加
で
き
る
、
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー

ル
を
、
教
育
委
員
会
が
呼
び
掛
け
全

市
的
に
実
践
す
る
事
は
な
い
か
。

市
長

a
大
村
湾
水
質
汚
濁
の
他
の
原

因
と
し
て
は
農
地
や
開
発
事
業
、
さ

ら
に
工
場
や
事
業
所
か
ら
の
排
水
が

考
え
ら
れ
る
。
産
業
廃
棄
物
の
施
設

大
村
湾
の
『
再
生
・
浄
化
は
』

何
年
経
て
ばで

き
る
の
か




